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整 理 番 号  ２０２０Ｐ－２６７ 

補助事業名  ２０２０年度 お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動（緊急支援） 

補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 恩賜財団済生会 

 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、体温測定サーマルカメラを導入。 

 

（２）実施内容 

施設正面玄関に設置し、外部から出入りする通所利用者、職員、委託業者等に対し検

温を随時実施している。 

個々の体温測定した結果をモニターに表示するとともに、３７．５℃以上の測定結果

に対して警告メッセージと警告音を発報する仕様となっている。また、事務室内でも遠

隔で同様のモニター画面を閲覧可能で、異常検知した際は壁付け設置の子機より警告音

とフラッシュ発光する仕様となっている。 

 

(URL) 

https://saiseikai-hamakaze.org/news/ 

https://www.saiseikai.or.jp/announcement/ 

 

  
サーマルカメラを入口に設置 補助事業表示 

  

サーマルカメラの全体像 警告音、フラッシュ発光 

 

 

 

https://saiseikai-hamakaze.org/news/%e8%b2%a1%e5%9b%a3%e6%b3%95%e4%ba%ba%ef%bd%8a%ef%bd%8b%ef%bd%81%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e3%80%80%e4%bd%93%e6%b8%a9%e6%b8%ac%e5%ae%9a%e3%82%b5%e3%83%bc%e3%83%9e%e3%83%ab%e3%82%ab%e3%83%a1/
https://www.saiseikai.or.jp/announcement/
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２ 予想される事業実施効果 

体温測定サーマルカメラを導入したことにより、施設を利用する入所者、通所利用者、

職員等が新型コロナウイルス感染リスクの軽減が期待できる。 

新型コロナウイルス感染者を早期発見することが可能となり、施設内感染、 

クラスターの発生防止に効果があることが想定される。導入後は職員や利用者の安心感

が増幅したとの声もあり、導入段階で早くも成果が表れている。 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

はまかぜ便りＲ３年新春号 

https://saiseikai-hamakaze.org/magazine-list/2021/ 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

特になし 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人恩賜財団済生会支部 

         鳥取県済生会介護老人保健施設はまかぜ 

住   所： 〒６８４－００６２ 

鳥取県境港市蓮池町７８番地の１ 

代 表 者： 施設長 粟木 悦子 

担 当 部 署： 事務部（ジムブ） 

担 当 者 名： 事務長補佐 松本 大（ジムチョウホサ マツモト ダイ） 

電 話 番 号： ０８５９－４２－３１９０ 

Ｆ Ａ Ｘ： ０８５９－４７－０８９０ 

Ｅ－ｍａｉｌ： hamakaze1@ion.ocn.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://saiseikai-hamakaze.org/ 
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